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【公表日】平成30年7月26日(2018.7.26)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器取付アセンブリ（１０）であって、
　第１の取付板（３１）および第２の取付板（３３）を備え、
　前記第１の取付板（３１）および前記第２の取付板（３３）の各々は、トラック係合表
面（３４）と、前記トラック係合表面（３４）の反対側の容器取付表面（３２）と、を備
え、
　前記第１の取付板（３１）は、前記第２の取付板（３３）に結合され、
　前記容器取付アセンブリ（１０）は、さらに、
　前記トラック係合表面（３４）から外方に延伸する複数のトラック係合部材であって、
トラック部材（１００）の１つ以上のトラックスロット（１０６，１０８）に係合するよ
うに構成される複数のトラック係合部材と、
　前記容器取付表面から離間配置され、かつ外方に延伸する複数の取付レセプタクル（２
０，２０’）であって、各取付レセプタクル（２０，２０’）が、容器の挿入物を受容す
るための少なくとも１つの垂直スロット（１７）を備える複数の取付レセプタクル（２０
，２０’）と、
　前記取付レセプタクル（２０，２０’）の少なくとも１つに近接し、かつ前記容器取付
表面に前記容器を留め付けるように構成される保持係止部材（４０）と
　を備える容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項２】
　前記第１の取付板（３１）が、前記第２の取付板（３３）に枢動可能に結合される、請
求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項３】
　前記第１の取付板（３１）が、１つ以上のヒンジ（３５）によって前記第２の取付板（
３３）に結合される、請求項２に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項４】
　前記第１の取付板（３１）が、前記第２の取付板の結合位置に隣接する１つ以上の板留
付部材（３６）を備え、前記板留付部材（３６）が、もう１つの取付板に対する各取付板
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の移動を抑制するように構成される、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項５】
　前記取付レセプタクル（２０，２０’）の少なくとも１つが、少なくとも１つの保持係
止空洞（２３）を備える、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項６】
　前記保持係止空洞（２３）が、前記垂直スロット（１７）に垂直に延伸するか、または
、前記取付レセプタクル（２０，２０’）の１つの上縁に水平に配置される、請求項５に
記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項７】
　前記保持係止部材（４０）が、前記保持係止空洞（２３）内を水平に摺動して前記容器
を留め付けるように動作可能な係止バー（４７）である、請求項５に記載の容器取付アセ
ンブリ（１０）。
【請求項８】
　前記保持係止部材（４０）が係止位置にあるときに、前記係止バー（４７）が、前記保
持係止空洞（２３）内に位置する、請求項７に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項９】
　前記取付レセプタクル（２０，２０’）の前記垂直スロット（１７）が、下方先細スロ
ット（１６）であり、前記下方先細スロット（１６）が、上部区分でより大きい幅を有し
、かつ下部区分でより小さい幅を有する、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）
。
【請求項１０】
　前記容器の前記挿入物が、フランジ端部を有し、前記フランジ端部が、前記下方先細ス
ロット（１６）の前記上部区分の前記幅よりも小さく、かつ前記下方先細スロット（１６
）の前記下部区分の前記幅よりも大きい直径を有する、請求項９に記載の容器取付アセン
ブリ（１０）。
【請求項１１】
　前記複数の取付レセプタクル（２０，２０’）が、複数の横列、複数の縦列、または両
方で前記容器取付表面に配設される、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項１２】
　前記トラック係合部材が、前記トラック部材（１００）の１つ以上のトラックスロット
（１０６，１０８）に係合するように動作可能な１つ以上の係止ピン（１２０）を備え、
前記１つ以上の係止ピン（１２０）が、前記第１および第２の取付板（３１，３３）のう
ちの少なくとも一方の前記トラック係合表面に結合され、かつ該トラック係合表面から外
方に延伸する、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項１３】
　前記トラック係合部材が、係合本体（８８）と結合された係合ヘッド（８９）を有する
１つ以上の固定トラック係止（１０６，１０８）を備え、前記係合ヘッド（８９）が、前
記トラック部材（１００）の１つ以上のトラックスロット（１０６，１０８）に摺動的に
係合するように動作可能であり、前記１つ以上の固定トラック係止（１０６，１０８）が
、前記第１および第２の取付板（３１，３３）のうちの少なくとも一方の前記トラック係
合表面（３４）に固定して結合され、かつ該トラック係合表面（３４）から外方に延伸す
る、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０）。
【請求項１４】
　前記トラック係合部材が、係合本体（８８）と結合された係合ヘッド（８９）を有する
１つ以上の摺動トラック係止（１０６，１０８）を備え、前記係合ヘッド（８９）が、前
記トラック部材（１００）の１つ以上のトラックスロット（１０６，１０８）に摺動的に
係合するように動作可能であり、前記１つ以上の摺動トラック係止（１０６，１０８）が
、前記第１および第２の取付板（３１，３３）のうちの少なくとも一方の前記トラック係
合表面（３４）のトラック係止ガイド（１１６）に摺動可能に結合され、かつ該トラック
係止ガイド（１１６）から外方に延伸する、請求項１に記載の容器取付アセンブリ（１０
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）。
【請求項１５】
　１つ以上の固定または摺動トラック係止（１０６，１０８）が、ノブを回転させること
によって前記トラックに対して前記容器取付アセンブリ（１０）が締められるか、または
緩められる回転トラック係止（７０）を備える、請求項１３または１４に記載の容器取付
アセンブリ（１０）。
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